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共
産
主
義
の
經
濟
的
基
俊
に
就
て

想
六
號

A
—4|»

は

簡

単

な

管

理

0
職

分

に

變

化

す

る

。J

を

。
最
後
の 

目

的

に

於

て

一

政

す

る

所

.の

1

の
世
泥
は
、

其
の
手
段 

.に
關

レ

て1
r

ウ

の

倾

向

に

分

れ

る

。

一

は
此
の
狀
態
を 

事

物3^

自

然

1ら
し

て

遠

き

將

來

.の

中

に

賞

體

化

せ 

し
む
る
の
で
あ
る
。
他
は
此
の
狀
態
を

1

擊

下

に
 

招

致

せ

ん

ご

す

る

も

の

で

あ

る

。{
M
a
u
t
n
e
r
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e
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l
s
f
s
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2
1
1
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故

に

L
e
n
i
n

も

亦

「

徘
デ
ユ
一
ジ 

ン
グ
論&

「

國

家

消

減」

の

名

な

る

說

明

は

國

家

の 

廢

此

を

主

張

す

る

所

の

無

政

府

主

義

者

を

非

難

し

て

居 

る

の

で

は

な

い

。
.唯

"
國

家

の

廢

棄

が

二

十g
l

時
間
以 

內
に
可
能
で
，あ

る

ご

言

ふ

理

論

の

宣

傳

に

對

し

て

彼

等 

を

非

離

し

て

居

る

の

で

あ

る

..

W

言

ひ

、(Lenin : 

Staat 

u
n
d

 R
e
v
o
l
u
f
l
o
n

 

S
,

,
 5

3
)

：

更
に
搏
び 

*
^
M
a
r
x

 

は
彼
の 

無

政

府

主

義

，
者

に

f
f
lす
る
論
争
，の

眞

意

が

仙

解

さ

る
、 

事

を

恐

れ

て

態

ん

で

次

の

事

を

カ

說

し

て

居

る

の

で

あ 

る」

->0

し

て

所

謂M
a
r
x

の
眞
意
を
次
の

‘如
く
述
べ
て 

f

r

「

國

家

の

填

命

的

過

渡

的

形

態

は

無

f
t者
階

級

の
れ
め
に
必
寒
で
あ
る
ィ
：併
し
無
産
者
階
級
が
國
家
を 

必

要W

す

る

の

は

唯1:

時
的
で
あ
る
。
總
極
目
‘的
ご
し 

て
の
國
家
廢
业
の
問
題
：に
就
い
て
我
々
は
，無
政
府
主
義 

者

，ぶ

全

く一

数
し
て
，居
る

。
我
々
の
確
信
す
る
所
は
此 

の
；目
的
を
達
成
す
る
爲
：め
け
武
.器
"
*
^
手
段
、
方

法

のJ

時 

的
刹
用
即
ち
！
：取
者
に
動
す
る

.國
家

權

力

の.1

時
的
利 

用
が
必
婴
，で
あ
る
だ
い
ふ
ポ
"

又
同
樣
に
總
ゆ
る
階
級 

の
廢
此
の
爲

’め
に
被
®
制
階
級
の
過
渡
的
獨
裁
が
必
要 

で
あ
る

ざ

い
ふ
事
で
あ
る」

ぐ
し
。(

e
b
s
d
a
.

シ

.5 3,54) 

M
a
r
x

の
共
産
主
義
の
眞
相
を
架
し
て
以
上
：述
ぺ
來 

り

し

如

く

解

釋

す

可

き

も

の

ビ

せ

ぱ

既

往

に

趨

ヴ

て 

B
a
k
u
n
i
n

等

が

M
a
r
x

の
共
産
主
義
に
對
す
る
非
難
攻 

擊

、
就

中B
a
k
u
n
i
n

が

一

入

六

九

年B
e
r
n
e

の
平
和
自 

曲

聯

监

の

大

會

に

於

け

る

演

說

の

一

節「

私
は
共
庫
主 

義
を
赚
忌
す
る
。
其
れ
は
自
®
，の
否
定
な
る
が
故
で
あ 

る
。
.
私
は
自
曲
な
く
し
て
如
何
な
る
人
隅
的
の
も
の
も 

想
像
す
る
事
は
出
来
な
い

0
私

は

，共

産

主

義

紫.で
は

な

い
。
何
ど
な
れ
ぱ
共
廣
主
義
は
f
f
i會
の
總
ゆ
る
力
を
集：

.，事
セ
あ
る
。
深
く
此
等
の
諸
®

を

究

明

す

る

事

.な
く
し 

ホ
し
て
國
家
に
依
つ
て
之
を
吸
收
せ
し
め
"
又
そ
れ
は
て
徒
ら
に
末
來
社
會
を
描
出
す
る
が
如
き
は
假
令
如
何

必
然
的
に
國
家
の
手
に
財
産
を
集
中
せ
し
む
る
事
を
以 

て
終
る
か
..ら
で
あ
る
。
然
る
•.に
私
.の
欲
す
る
所
は
®
家 

の
廢
止
で
あ
る
。
云
々
。」

(Piechanoff: 
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引
用
す
る 

所)

の
如
き
は
、

€
に

I

見

>
‘的

を

逸

し

た

る

批

評

で
 

あ

：み•。
而
か
も
此
の
雨
若
の
■
係
の
機
微
を
洞
察
す
る 

者
は
ッ
甚
だ
簡
明
な
る
右
め

：1 :,

句
に
於
て
す
ら
？
猶
且 

:

づ

"，
社
會
主
義
ビ
無
政
府
主
義
ビ

0
間
に
介
在
す
る
深 

淵
の
如
何

R
跪
越
し
難
き
か
を
感
知
し
な
い
で
あ
ら
ぅ

S
F
O

 ̂

.
 

.

.

/

遮
莫
"
此
等
ー
切
の
關
係
に
於
け
る
根
本
問
題
は
唯 

物
史
觀
を
甚
調
す
るM

a
r
x

の
進
化
舉
說
を
以
て
、
而 

し
て
其
の
«
濟
的
說
明
を
：以

て

共

*
主
義
の
叙
上
® 

發
達
の
推
移
を
立
證
し
得
て
遣
«
な
や
否
や
、果し
 

其
間
何
等
の
矛
盾
を
も
包
藏
せ
ざ
る
や
否
や
ざ
言
ふ

に
强
辯
す
ビ
雖
も
畢
竟
空
想
主
義
た
る
の
■
を
免
れ
ざ 

る
可
き
事
夙
じM

a
r
x

自
身
の
敎
：ふ
る
所
で
あ
る
0

.

.英

國

穀

物

市

場

の

皮

的

考

察

s

i

m

木

壽

，！

.
近
世
英
國
を
以
‘て
大
體〜

r

ド
ル
王
朝
の
時
代
を 

以
て
始
ま
る
も
のW

す
れ
ぱ
、
近
世
初
期
即
も
擴
十
六
、 

七
世
紀
を
通
や
る
英
國
穀
物
市
場
の
一
大
特
徵
は
ン

F
.ン
の
如
き
大
截
を
ホ

'.心y

しずるホ場

-
-.， mc^tr9、

p>01 i
t
a
n

 

m
a
r
k
e
t

 

I—

の
發
鸯
で
あ
る
。
此 

m
e
’t
r
s
o
l
-

 

i
t
a
n

 m
a
r
k
e
t

 

€
は
多
額
の
取
引
が
集
中
せ
ら
る
る
所
の 

4

の
ホ
心
的
大
都
市
を
有
す
义1

大
地
域
を
云
ふ
。：0
-

1

-
t
-
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筋

十

八

海

.(

八
®
セ〕

.

颇

錄

，
爽
國
穀
物
市
場
の
史
的
考
察
：

第
六
眺

八11

ザ

I
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'
 35,107 

4,905 

87.5 

1604—
.0
5
:. 

150,000.. .. 

40,548 

79.0..

.右
の
.如
.さ
贸
n
勿
の
徽
達V

J

密
接
な
ゲ
關
係
に
あ
る
は 

人G

の
增
加
で
あ
つ
な
0

此
時
代
に
關
す
る
ロ
ン
ド
ン 

口
.の
充
分
な
る
計
算
は
存
f
cせ
，ゃ
ざ
雖
も
、
略
々
其
、
 

大
體
を
示
す
；も
の
を
以
て
滿
足
す
る5

0

せ
ば
、
第
十
五 

世
紀
末
i

で
は
其
人n

約
五
風
以
下
に
し
て
,

其
後
、

.
ニ
五
三
®

ギ

六

r

o
ん

6

か

I
f
f
g
l
，

,
1
1
%

.

H

ハ0

五
年
：
ニ
ニ
践
、
ニ

七

五

-

‘
五
•
六
％ 

-

ベ
‘
，七 H

 
ハ

の
みA

秘
な
ケ
人
口
の
增
か
を
示
し
た
。
斯
く
の
：如

 

人

n
§

,

梢
加
が
亦
‘同
唯
に
猛
々
火
な
る
殺
物
の
供
給
を

 

，必
要
ご
す
る
は
自
明
の

N

M

t
 

r

.過
ぎ
な
い
。
森
に
到
つ
 

て
先
づ
中
世
の
穀
物
市
場
に
於
け
る
で

」

異
る
所
の
一
の
 

現
象
が
存
®

す
る
？ぶ
し
、
な
ぇ
。
.
例
令
一
五
九
四
年
に

. 

時
の
"

ン
ド
ン
市
長
は
、

5
1

ン
ド
ン
は
穀
價
騰
貴
の
時
； 

に
於
て
は
、
外

M

よ
ら
の
穀
物
に
よ
ね
て
の
み
救
は
る

.

る
を
惯
は
しW

す

記

L

た
る
如
く
、

？！
ン
r

シ
は
外 

_

國
穀
物
の
供
絵
に
賴
ら
ざ
る
從
来
の
狀
態
を
脱
し
行
く 

の
倾
向
を
示
し
た
。
森
に
第
十
六
世
紀
初
頭
並
に
中
葉 

に
行
は
れ
化
る
専
ら
外
國
商
人
じ
ょ
る
ロ
ン
ド
ン
の
穀 

物
輸
入
額
を
見
れ
ば
左
の
如
ぐ
で
あ
る
。

■ 

!

五O
'
!

 

^

1

0三年；

三、
ニ

0
0

ク
ォ
ー
タ
I 

1

五 4

 

ニ
1

1
!1!

年

1

八
、
ニ
七
.一
 

1

五
四
'九
I

五
0

年

r

四
、
四
八
八 

:
.

一‘
.五
五
O

I
五

一

年

1
.
1
1、.
1四
六
-

斯
ぐ

，
：
"

ン
.
ド
'ン
の
.貿
易
、
人
口
の
發
達
增
加
に
ょ
る 

穀

物

需

要

の

墙

加

は

：次

第

に

外

网

穀

物

，の
输
入
を
も
必
，
 

要
ご
す
る
に
到
其
組
械
的
輸
入
贺
易
ご
卑
業
的
穀 

.
物

輸

入

商

人を
殺

生

せ

し

め

た

。
然
る
に
之
に
'.反
し 

>

ン

ド

ン

以

外

の

他

の

諸

禅

に

於

：て
，は

第

十

六

.世

紀
.に
‘
 

於

て
は
，

穀

债

の

極

ぐ

非

常

赢

時

を

除

き

て
‘は
、
,
 

殆
ざ
外
國
穀
物
の
輸
入
せ
.ら
れ
だ
る
こ
は
な
し
ご
.云 

ふ
こ
，ご

が

出

来

る

。

鶴

十

八

を(

八
因九

： }

難

M
. 

穀
物
市
場0
史
的
考
察
，

S

ハ
號

館

十

八

卷(

八
四
八
：}
，

 

m

錄
英
國
穀
物
ホ
場
の
史

-
s:

考
察

常
六
號

隔
め
諧
港
を
の
間
の
貧
易
.の
行
は
る
る
こ
タ
あ
る
もf

.
 

總

ベ

て

を

支

配

す

る

.所

の

も
：©

ね
中
心
的
大
都
市
ざ

自 

除
の
地
域
ざ
の
間
の
取
引
で
あ
る
。
即
ち
主
ビ
し
て
旧 

舍
の
原
料
品
ご
火
都
會
0
,製
造
品
或
は
輸
入
品
ぶ
の
交 

換
で
あ
る
◊
總
ベ
て
め
貨
物
は
中
心
的
大
都
會
に
送
ら 

れ
て
、
债
格
を
決
定
せ
ら
れ
る
？
；換
言
す
れ
ば
、
價
格 

は
，其

心

地

を

隔

た

る

乙

-
ぶ

大

ざ

な

る

に

從

て

遞

減

す 

る
の
で
れ
る
。

而
し
て
斯
る
大
都
市
中
心
の
穀
物
市
揚
が
存
在
す
る
.
 

に
到
み
し
^」

マ

」

を
證
す
る
.現

象

'こ
し
て
次
の
如
き
も
の 

を
舉
げ
る
こ
ビ
が
出
艰
る
で
あ
も
ぅ
。

-

旣

に

述

.
ぺ

た

る

如

く

雄

十

一
r

三
世
紀
に
於
て
も
"
.
 

外
國
ょ
b
穀
物
の
輸
入
せ
ら
れ
た
る
こ
ざ
あ
れ
ど
も
、
 

唯
姆
內
©
凶
作
の
場
合
の
み
の
こ
ご
で
あ
.ク
た
。
又
鉱 

十
五
世
紀
に
於
て
は
、
凰
々
外
國
穀
物
輸
入
の
こ
ビ
あ 

り
た
る
を
示
せW

ゎ

、

關

能

記

錄

，は

お

W

共
に
其
輸
入 

の
全
く
無
さ
か
或
は
極
め
て
少
額
な
る
に
過
ぎ
ざ
る
こ

一W

を
示
，せ

る

が

故

に

、

中

世

を

通

じ

て

英

國

は

極

め

.て
，
 

一
例
外
的
な
る
場
合
に
於
ャ
の
み
外
國
穀
物
を
必
要
ご
し 

j

が
る
に
す
ぎ
ず
> 

從

て

穀

物

輸

入

賀

.易

於

て

ぐ

何

等
 

一
の
.組
織
も
發
達
し
な
か
つ
ね
：す
云
ふ
こc

a

が
出
来
る
の 

\

で
あ
る
。

ま
る
に
鉱
十
六
世
紀
に
入
な
て
、

一
の
重
大
な
る
變 

化
が
生
じ
て
來
た
。
即
ち
シ
ド
ン
‘の
異
常
な
を
發
達 

で
あ
る
。
り
，
ン
ド
ン
に
於
け
る
賀
易
は
第
十
四
、
五
世
紀 

に
於
て
は
"
全
國
資
易
額
の
約II

十 

一
％
乃
至
四
十HE 

ダ
を
占
め
た
ら
し
に
、
第
十
六
世
紀
中
に
ロ
ン
ド
ン
贺 

易
額
.特
十
倍
の
增
加
を
な
し
、
其
全
國
貿
易
額
に
對
す
，
 

る
比
率
は
八
十
％
成
は
そ
れ
以
上
に
達
し
た
。
卯
ち
、關 

_
磁
徵
收
額
.̂に
就
て
見
れ
ば
左
の
如
く
で
ぁ
る
。

p
e
r
i
o
d

 

L
o
n
d
o
n

 

o
u
t
p
o
r
t
s

 

ポ̂

o
n
d
o
l
l

l‘so.7

—26 
50. 

5,280. 

£
. 7,421 

.41.6

1506.

1586.

12,029

16,970

；I4,986 

6

ン4
2

44,5

72.3
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十

八
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八
M
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鎌
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英
國
穀
物
市
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f

史
敞
考：

察 

.
0
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'八
六 

而

し

て外
！
：

穀

物

の&

 V

ド

シ

に

供

給

せ

ら

れ

た

る

C
o
r
n

 

B
b
o
l
c
:

に
は
、f

五

六
A

I
七S

年

に

左

の

諧

港 

も
の
は
多
く
パ
ル
チ.ッ

ク

諧

地

方(B
a
l
t
i
c

 r
e
g
i
o
n
s
)

よ

.

よ

ト

ロ

ン

.ド

ン

に

向

け

穀

物

の

ぼ

：二

十

1

同
め
船
積
め 

事
ら
ハ
ン
ザ
商
人
に
よ
\

又

後

に

は

和

蘭

商

人

に

り

た

る

こ
e

か
：記
録
さ
れ
て
居
る
。
即

K
e
n
t
-
よ
.； N

は 

よ
.
^
て̂
ら
供
給
せ
ら
れ
た
れ
ご
も
、
疑
ふ
所
も
な
く 

ロ

六

十

ニ

H
B
I
y

四

十一 ,

囘
。
'

S
u
s
s
e
x

五
囘.

s
u
f
f
?

 

ン
ド
ン
に
於
け
る
消
費
穀
物
量
の
大
部
分
は
外
國
輸
入
„ r

k

 

E
s
s
e
x

三
囘： Y

o
r
I
<
:
.

よ
り
は
一
囘
の
穀#

廻 

穀

物

に

非

や

し

て

威

€
：

供
給
，に
よ
る
も
.の
で
あ
つ
た
。

/
送
あ
6

た
る
こ
ご
を
記
す
。
而
し
て
、

一
五
七
九
I

八 

就
十
五
世
紀
に
於
て
は
、

ロ
ン
’ド
シ
は
.
.

B
r
i
s
t
o
l

成

は

a

年
に(

沿
岸
貿
易
に
よ
ケ
て
ド
ン
ド
ン
に
偷
送
せ
ら

:
S
o
u
t
h
a
m
p
t
o
n

等
の
如
き

y
j

同
樣
に
.

特
殊
の
場
合
の
外
、 

其
隣
接
せ
る
地
域
ょ
り
穀
物
の
供
給
を
得
る
を
常
g

レ 

た
れV

；

も
チ
>

1
ド
ル
朝
-

ス
チ
ュ
ァ
|
ト
朝
の
時
代 

に
到
ら
て
は
甚
だ
異
れ
る
事
情
を
示
し
た
。、
：T

五
七
三 

0

O

S
 of

 

A
l
d
e
r
m
e
n

 

:

の
覺
W

に
、

' 

Pン
ド
ン
附 

近
ゆ
地
方
が
ン
ド
ン
の
ホ
歇
に
徵
し
て
從
來
常
ご
し
'
 

た
る
殺
に
充
分
に
穀
物
を
送
ら
ざ
る
が
故
に
ブ
沿
岸
の 

諸
地
方
に
準
傭
し
てa

ン
ド
シ
へ
の
.

送
を
計
る
の
必
，
.
 

要
あ
り
ビ
記
載
じ
た
る
に
徵
し
て
稍
々
漠
然
な
が
ら
も 

其
變
化
を
知
る

t 

€

が
出
跟
る
。
又

B
r
i
d
g
e
,
h
o
l
l
s
e

の

れ
た
る
穀
物
總
額 

一
A

Q
九
0

ク
す
I

タ
ー

に
し
て
ク 

K
e
n
t
'

 

1 

一Q
! f

囘
の
船
積>

'
E
s
s
e
x

よ
b

十

七

囘

？ 

B
o
s
t
o
n

 

よ
'-;ĉ

十

 

j 

S
u
i
f
o
l
l
c

 

よ
.
.

囘
。S

u
s
s
e
x

 

よ
.

C
N

八
囘
。H

E
u
I
I

 

七
囘
。L

y
n
n

 

六
⑩
、Y

a
r
m
o
u
t
h
,

 

-
S
o
u
t
H
a
m
p
t
o
n

各

j

囘
、
總
計1

I

六
三
囘
の
船
積
週
送 

に
よ
る
Q .

H

ハ
四
九
I

五0

年

に

到

々

て

は

"

其
穀
物 

總

額

は

八

四

六

0

七
ク
ォ
I

タ
I

に
し
て
S K
e
n
t

よ
.
^
 

の
廻
.
'送K

i
l

七

囘

を

最

高£

1
、
り
.

e
v
o
n
s
M
r
e

ざC
o
r
n


w
a
l
l

 

'よ
b

は

合

計
} 

0
七

囘

。.
.

E
s
s
e
x

の

九

四

囘

。 

H
u
l
l
,

の

六

す

囘

。
S
u
l
T
o
l
k
,

 

Y
a
r
m
o
u
t
h
.

の
各 
0

化

囘

、

S
o

u
t

h
a

m
p

t
o

n

 

三

旧

囘>

 

S
u

s
s

e
x

 

三

ニ

囘、

L
y

n
n

 

の 

11

一
へ
屈：.

B
o

s
t

o
n

 

九

g
.
、

w
i

s
t

o
l

三

囘
、

N
e

w
c

a
s

t
l

e

 

j

 

间

。
合

許-

ズ

九

囘

の

船

揽

に

ょ

.
^
^
ヤ

ロ

ン

ド

ン

に

廻 

送
さ
れ
れ

。
：

：

_

兹
に
英
國
々
內
の
地
ょ
り
、
«.ン
ド
ン
に
親
物
を
輸 

送
し
な
る
も
の
のf

例

し

て

L
y
n
n

を
擧
ぐ
れ
ば
、

’

其

穀

吻

沿

辯.

貴

易

の®

は

左

め

如

：

<

1で
あ
る
。

*

1

15
、51——

52

1
S
8
——

59

1
S
1
I
6
2

1
5
7
6
1
7

 7 
一

1
5
8
T
S
5

1
5
9
8
1
9
5

1
6
0
0
1
0
1

1
6
2
0
1
2
1
1

?

八
お

2
£
2
2
{
Q
r
s
)

 

1
.
2
0

 

.11.

g
9 

1.450 

3
5
J
1
8

 

2,861

2
S
1
1

 

9.44 
ひ 

S
.
5
6
S

 

2
L
B
5
0

 

8,098 

l
l
.
i

(

八
五一

)：

S
.
7
7
1

L

i

2.221

10.147

め
.

822

7,2

,12.5

8,1

48.7

n
.
s

1
0
.8

 

47.8

83.2

1
6
8
T
3
4

 

S
.
5
8
6

 

: 5
,
M
1

 

43,5 

卯

ち

L
y
n
n

が

"
ン
ド
ン
に
輸
送
す
ろ
穀
物
量
は
次 

第

に

增

加

し

て

、

第+
-
V

世

船

に

入

り

て

は

穀

物

称

出 

總

量

の

約

带

ぱ

"
成

は

過

带

を

す

ら

もa

ン
.ド
ン
に
輸 

送

す

る

ギ

を

見

る

こ

な

つ

た

'

即ち以上の諸點を約言すれば、少
く
第
十 

六
世
紀
中
葉
の
頃
及
其
以
後
に
於
て
は
、

U

ン
ド
ン
は 

最
卑
其
周
圍
の
地
方
の
み
に
其
穀
物
供
給
を
®
ら
ヤ
し 

て
、
商
方
"

ポ
方
の
沿
：岸S

州

に

：求

め

、

北
は
遙
か
に 

H
u
l
l

に
及
び
S

父
中
部
地
方
の
来
部
W

部
に
も
穀
物
の 

供
給
を
求
め
た
こ
ざ
をi

f

ル
る
0

で
あ
る
。.
其
地
域
ぱ'
 

益
：々

擴

大

し

、
益
•
々
多
量
の
穀
物
は
ン
ド
ン
に
輸
.送 

せ
-

れ̂

ね
9 

,"

-
而

し

て
右
の
倾
向
は
：更

に

態

ん

ャ

、
，約

！

世

紀

の

後 

に

は&

ン
.
ド
ン
.
を

し

て

多
®

め

穀

物

を

外

卿k
輸
出
を 

さ
へ
.も

な
さ
し
む
る
に
：到

つ

力
。

M
 

； 
‘ 

第
+

四

世

紀
®頭

；：

に

於

て
.

豊
富
な
る
穀
物
廣
地
を
，

ト ス ;

.'，. I / :，'い;

雜

：

0

英
國
徽
物
市
場
の
史
的
考
察
.

第
六
鄉
.

八
七
‘



懷

ナ

八

卷

(

.八
，

5
i
y

0

英
i

當
湯
の
i

i

黎
六
號

え

後
に
倘
へ
た
る

L
y
i
m

の如

.
地

ょ

.
^
は

三

千

五

百
 

ク
ォ-
-タ
、

以

上"
時
n
は
五
千
五
宵
ク
ォ
I
タ
ー

(
一 

三
0
四
|
冗
年)

の
輸
出
を
な
し
ね
れ
*マ

J

も
、
第
十
四 

世
紀
中
葉
に
近
ぐH
ド
ス
，1
‘ド
S
世
の
.治
世
の
頃
に 

到
り
て
は
’
英
國
ょ-

v
€
t
|

物
輸
出
は
著
し
く
腻
少
しI 

始V」

僅
少
な
る
も
の
ぶ
な0

た
。，
其
後
第
十
四
世
紀 

後
牛
に
入
り
て
穀
物
輸
m

は
後
®
-
-、L

y
n
n
,

 

Y
a
r
m
,

 

puth, 

Hull, 

Chichester, 

I
d
s
w
l
c
h
,

等
、
ょ
り
主
ぶ
し 

i

て
輸
出
せ
ら
れ
め
。
お
輸
出
量
の
槪
數
は
其
正
確
な
る 

も
の
.
^知
り
得
ざ
る
も
大
體
，

一

四
六
O

I
八
五
年
の
間 

に
は
各
ハ
キ
約
七
千
八
ぽ
グ
す
；
ター

;
s

外
、

一
四<
 

五
\

 

I

I
五
三
M

年
に
は
各
，

七
千
ク
ォ
，
ク
？
内

j 

外
' 

一
五
三
四I

八
五
年
に
一
は

1

年
約1.1

萬
四
チ
ク
f

 

l

 

ク

T 

外
め
#

出
を
兄
たv

O

も
の
ど
せ
ぱ
»

々
大
過
な 

.n；

結
果
ご
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
然

共

I

四
六
Q

I:

一
 

五
八 

五4
r

の
間
に
於
て
は
* S

p

ら
其
自
ら
ゆ
消
費
穀
物
を
求 

む
る
に
忙
し
ぐ
し
て
、
.U

ン
ド
ン
の
穀
物
輸
出
は
殆
ど

絕
無
で
あ
ホ
た
力
而
もR

e
s
t
o
r
a
t

ぎ

後

に

到

ラ

：て
，は
、 

，極
め
て.廣

，き
，方
面
に
：對

む

ヤ

穀

物

を

輸

出

す

る

に

刹

タ 

し

こV
J

は
最
も
，著

し

い

變

化

で

ホ

ウ

ね

0

.
而

し

て

第

十

六

‘世
紀
中 
'葉
後
R
'
.於
け
‘る

‘
穀

物

價

格
 

(

小
麥)

が
如
何
な
る
倾
向
を
示
ぬ
る
か
を
見
る
に(

a ) 

ThorQld R
o
g
e
r
s

の
研
究
t <:b )Gras 
敎
授
がL

o
n
d
o
n

 

A
r
c
h
i
v
e
s

ょ
な
得
た
る
資
料
の
結
果
は
左
の
如
く
で
あ

.る

。
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a
)
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o
g
e
r
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r
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5

レ
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g 

4-±

 

2
0

 

s-^
2

 

4 ：  

か

1
5
3
1
1
7
0

 

l
i

、、7
-
?
-
、、

1
4

.

. 

•

o

め

1
5
7
1
1
1
6
4
0

 

S
2

 

ニ 

10.

w

o

CO

4

 

ね 

右
め
中
免
，I-§

don 

A
r
c
h
i
v
e
s

よ
-
得
た
る
資
料
ル

多
く 

p 

;
ン
：
ド

ン

譜

組

合

に

よ

り

て

、
地

方

或

は

外

：國
に 

.
て
大
貴
じ
購
入
し
た
る
價
胳
並
に
其
毅
物
を
：

U

ン
ド
ン 

に於
：：

虫

ご

し

て

其

組

仓

員

に

實

却

し

.
^
る
價
格
を
示 

ザ̂

。
：從
て
後
ま
は
其
當
時
の
P

ン
ド
ン
に
於
け
る
實
際 

の
市
場
價
格
よ
り
凡
そ
一
志
四
片
乃
至
ニ
志
A

片
、
卯 

ち
平
均
购1

1

志
低
廉
な
る
價
格
に
：決

定

.せ
ら
れ
た
る
も 

の
な
る
.
こ
，と
を
附
記
す
る
を％

風V
J

す
る
。

1 

ゅレ
てK
o
u
g
h
t
o
n

が
雄
十
七
世
紀
末
の
穀
價
に
就 

'さ
て
示
せ
る
所
を
見
れ
ば
、

1

六
九
.

1
:
1

 f

七0

 
ニ
年 

のI

ク
オ
ー
タ
，
の
ル
梦
價
格
*
. .5̂,

ン
ド
ン
附
近
の
睹

淋
に
て
は
四
七
志
餘
、

ロ
ン
ド
ン
に
て
は
風
四
ギ
びi

i
：b

 

"
餘
に
レ
て
"

其
他
の
各
地
は
ニ
忠
乃
至
A

志
餘
®

く
" 

全
，爽

國

の

平

均
S

6
志

五

片

除

許

算

し

な

。
其
中 

に
P

シ
.ド
ン
の
影
響
を
受
け
て
穀
愤
の
高
S

地
方
-ご
.、 

全
然
其
影
響
を
受
け
や
I

..て
穀
惯
の
低
廉
な
る
地
方
ご 

か
あ
づ
た
ゾ
口
ン
ド
ン
の
彫
響
を
受
け
て
‘穀
價
の
高
き 

地
方
、
即
ちM

e
t
r
o
p
o
H
t
a
n

 

M
a
r
k
e
t

の
地
域
內
に
入
る 

ベ
き
も
の
は 

L
o
w
e
r

 

T
h
a
m
e
s
,

 

U
p
o
e
r

 T
h
a
m
e
s
,

 

E
a
s

け
 

E
s
s
e
x
，
s
o
u
t
l
l
a
m
p
t
o
n
.

 

E
a
s
t

 

K
e
n
t
,

 

N
o
r
w
i
c
h
.

 

S
o
u
t
h

 

W

化t, 

C
a
m
b
r
i
d
g
e
,

 

E
a
s
t

 

S
u
f
T
o
I
k
,

 

U
p
o
e
r

 

S
e
v
e
r
n

ニ 

等
に
し
て
®

七
志
六
斤
半
ょ
り111

九
志
除
を
示 

し
、
又
此
市
場
地
域
外
に
卿
す
ベ
&

も

の

は

Y
o
r
k
,

 

T
r
e
n
t
,

 

0
地

方

及W
a
l
e
s

及

B
r
i
s
t
o
l

の
詣
地
方
に
し

て
S

六
志
！二
片
ょ
と
.ニ
ニ
！志1

1

片
带
の
價
格
を
示
す
。

'
 

右
のT

1
S

の
詣
地
方N

o
n
-
m
e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n

の
中
に
於
て 

P

ン
ド
ン
の
彫
響
を
受
く
るM

e
t
r
o
p
o
l
i
t
a
n

 

M
a
r
k
e
t

の 

地
域
め
頗
る
廣
大
な
る
を
見
ろ
t

あ
ら
ぅ
。

% ミI

猪
十
八
卷(

A
五
H) 

0

英
國
殺
物
市
S

史
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察

料
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號
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i

稱

十

八

せ

(

s

s

維

0

英
國
穀
物
市
湯
の
史
的
考
察

即
ち
雄
十
六
世
紀
初
®
以
後
、
從
來
0
各
地
方
め
都
廣
九
の
失
な
.

CV

し
こ
ご
は 

會
を
f§
 ..i

す
る
地
方
的
市
場
の
上
に
更
に
.全
ィ
ラ
^

の
火
部
分
に
直
る一

大
市
場
の
形
成
に
向
ふ
强
き
倾
向 

が
現
は
れ
、
同
世
紀
の
後
半
ょ
ね
0
々
其
勢
を
强
め
て 

第
十
七
世
組
中
簾
に
は
、
全
.
.英

、棒
の
大
部
分
に
確
賞 

に
其
市
®
地
域
を
擴
火
し
た
。
 

：。

,ゅ
し

て

：
、
.
.
.
.
此

0

ン
ド
ン
.をti"
心
.ご

す

る.
M
e
t
r
o
p
o
l
i


t
a
n

 

M
a
r
k
e
t

の
形
成
じ
常
b

て
三
個
の
自
然
的
條
仲
が

♦

逆
を

§

け
た

.

.

饥
ち
；̂

ン
ド
ン

.

周
圓
の
地
方
ゆ
豐

.
 

饒
な
り
し
こ
ご

>
 

河
川

"

海
上
に
ょ
る
運
輸
の
便

"

k

 

界
货
换
路
に
對
す
る
其
位
置
等
で
あ
る
。

&

シ
ド
ン 

に
近
き1

1

州
は
最
も
肥
俠
の
地
を
ぜ
す
る
力

N
o
r
f
o
l
k
,

 

U
p
p
e
r

 

T
h
a
m
e
s
,

 

S
u
s
s
e
x
,

 

K
e
n
t

 
,

及 

G
a
m
b
H
d
g
e
s
h
i
r
e
,

 

.

等
に
し
て

"

其
等
の

l
i

州
の
穀

t

は
如
め？

ン
ド
ン
に 

於
て
消
か
せ
ら
る
る
所
要
穀
吻
の！<^

部
成
は
大
部
分
を 

又
後
に
は

K

に
外
國
輸
出

S

穀
物
を
さ
へ
も
充
分
に
供 

給
す
る
の
生
産
力
を
卿
へ
だ
て
之
等
の
詣
州
の
穀
物
生

經

濟

學

譜

播

念

0

社

言

.
1

,

心

.理
學
的
考
察
，

(

下)

上
.

原好

‘

咲
.

六 

,
,
,

丄
ロ

，/

燃
望
、
滿
足
y

効
用
に
關
す
る
ム
敎
授
の
心
理
學
的 

研
究
の
諸
職
は
略
ぱ
此
に
盡
さ
.
て
®

る
が
"

就
中
敎
授 

の
以
て
最
も
重
要
.な
諮
職
ど
し
て
居
る
處
は
、
愁
望
又 

は
効
ル
の
ヵ
學
的
前
進V」

い
：ふ

®
に
在
る
ご
思
は
れ 

る
。
即
ち
.一
財
货
か
ら
擧
揚
さ
れ
る
効
用
は
"
前

記

の 

如
く
上
向
、
停
，頓
>
下
胸
の
ま
線
の
上
を
推
移
す
る

，

が
" 

そ
の
間
雜
多
、
差
別
、
新
规
等
の
分
裂
作
用
は
必
然
的 

に
意
識
の
新
分
野
を
股
開
し
て
？
依
つ
て
滿
足
の
飽
滿 

や

倦

想

、

衰

退

や

休

止

を

畔

ぐ

が

故

に

、

お

の

，下
向
曲 

線
は
効
用
の
零
を
示
ず1:

定
謝
に
達
す
る
前
に
方
向
を 

轉
換
し
て
.

再
び
上
向
に
移
る
ざ
い
ふ9

で
あ
る
0

银
.六
眺
，

九
0

ロ
ン
ド
ン
を
し
て
大
穀
物 

市

場

の

中

心

ね

ら

し.め
た
れ
ご
：：ら
、

又

同

時

レ

其

等

§

諧

M

方

の

耕

地

の

擴

大

’
，耕

作

法

の

改

度

等

に

よ

る

廣 

出
額
め
增
加
を
齋
ら
せ
る
誘
因
は
元
よ
け
ロ
ン

ド
ンこ 

於
け
る
®

々
增
加
し
行
く
穀
物
需
幾
で
あ
つ
ね
。
又
隙 

路
邀
輸
に
よ
る
穀
物
取
引
は
到
底
長
途
漠
隔
の
地
域
に 

i

日
！る
こV

が
出
来
力
い
：
o一
 

河
.川
海
路
の
便
に
惠
ま
れ
た 

る
地
の
み
犬
な
'る
市
場
中
心
地
€

な

る

こ
ビ
パgif 

た

。
而

も

更

に

對

外

的

贸

换

に

，有
利
な
る
位
置
を
ぃ

：！

む
-
 

る 
の
條

伸
は
、BrJstoI

； S
o
u
t
h
a
m
p
t
o
n

を
し
て
全
剧
勺 

穀
物
市
場
の
中
心
地
た
ら
レ
め
ざ
ひ
し
一
の
#
力
な
る 

原
因
で
あ
らM

s
。

之
に
反
し
て 
> 
其
等
の
諧
條
ゆ
は
孰 

れ
も
P

ン
ド
ン
を
し
て
同
市
場
の1

火
中
心
地
ね
ら
し 

むるに献した

.所

の

も
で

め
る
0
,
 (

G
r
a
s
: E

v
o
l
u


tion 

o
f the Englfsh C

o
m

 JVTarket p, 

7
3
,
7

ソ p. 0
5
-
1
2
9

る)
(

終)
(

織
者
の
不
備
の
た
め
じ
記
ベ
さ
多
く
の
こW

 0;̂

ほ
し 

た
の
は
懒
愧LL

堪
え
な
い
。
若
し
他
：

H

許
さ
れ
て
别
正
の
時
，
^
ら
得
ぱ 

串
で
も
る〕

‘ 

，ノ

ン

，

然
ら
ぱ
與
び
上
向
す
る
そ
の
®
線
は
ご
う
落
ち
付
く 

か
。
获
於
て
敎
授
は
進
步
の
幡
狀
線(

t
h
e

 

s
p
i
r
a
l

 

o
f

 

p
r
o
g
r
e
s
s〕

な
る
も
の
を
想
像
し
て
®

る
。
卯
ち
下
向
か 

ら
上
向
に
移
つ
化
効
用
の
曲
線
は
W

び
停
顿
及
下
向
の 

順
路
を
踏
ん
で
！

1!

鹿
上
向
に
轉
ず
る
。
之
れ
が
傅
動
的 

に
循
環
す
ろ
'と
其
處
に
價
値
の
螺
狀
線
、
生
诡
の
蝶
狀 

線

’じ
い
ふ
や
う
な
も
め
が
作
ら
れ
る
い
ふ
の
•で
あ 

る
。
敎
授
め
見
る
處
に
依
ゐ
す
律
®
的

循

環

な

る

ミ 

は
自
然
傅
の
一
切
0

湿
励
を
支
配
す
る
根
本
法
則
のf

 

ウ
で
あ0

て

、
價

値

、
，
•
消

費

、.
生
®

、

人

口

.
を

ぃ

つ

た
 

諧
般
の
雜
濟
現
象
も
、
之
れ
を
ヵ
學
的
に
見
み

時
、

® 

な
此
循
環
述
励
を
織
け
つ
\
前
進
す
る
も
の
：VJ

ぃ
ふ
外 

は
な
い
の
で
あ
る
。

即
ち
價
値
の
螺
狀
線(the 

spiral 

of s
b
e
s
o

を
說 

ぃ
て
う
日
く
我
等
が
心
理
的
並
：

2

 

餘
學
的
進
化
め
過
，
 

群
に
於
て
> 

自

然

主

義

的

官

能

的

レ

，
理
想
的
審
楽
學 

的
に
> 

利

已

的

又

は

個

人

虫

義

的

か

ら

利

他

的

且

：ジ
社

，き

银
十
A
お

(

八
‘五
五
：} 

,
 
0

經
濟
擧
請
槪
念
の
社
會
心
理
學
的
者
察

供
六
球

九

\


